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1. はじめに 

テラヘルツ電磁波は光と電波の中間に位置し

ていることから、発振器や検出器の技術は未だ

未開拓状態ではあるが、最近、非破壊検査や、

電波天文などでの応用がなされ初めている。

Bi2Sr2CaCu2O8+δ(BSCCO)を用いた固有ジョセフ

ソン接合(IJJ)はテラヘルツ波発振器としての応

用に期待が持たれているが、我々も IJJ発振器を

ヘテロダイン受信器として動作させることを目

標に研究を行っている[1]。今回、発振器として

の IJJ素子と検出器としての IJJ素子をそれぞれ

冷凍機内でマウントする測定系を構築し、その

実験を行ったので、その結果について述べる。 

2. 実験方法 

  冷凍機内に IJJ発振器と IJJ検出器を対面

して配置する測定系を構築した。発振器に

直流電流をバイアスし電磁波を放射させ、

IJJ 検出器の電流電圧特性の変化を測定す

ることにより電磁波を検出することとした。

IJJ発振器、検出器は以下の手順で作製した。

ガラス基板上に BSCCO を接着し、銀蒸着をす

る。その後、フォトリソグラフィを用いて接合

パターンを形成し、エッチングをしてメサ構造

を作製する。SiO 薄膜を絶縁層として製膜し、

電極用の銀薄膜を作製し素子が完成する。発振

器の発振周波数 f は真空中の光の速度 c0、屈折

率n(𝑛 ≅ 3.5)、幅wの関係式 f=c0/2nwと表わせ

るので f=0.5THzとなるように幅を 80μmとし、

80×250μm
2の接合サイズとした。作製した発振

器の4Kでの4端子測定を用いた電流電圧特性の

測定結果を図1に示す。臨界電流値は11~32mA

で約40個の接合が直列になっていると見積もっ

た。検出器は10×50μm
2の接合サイズで作製した。

検出器の17Kでの4端子測定の電流電圧特性の

結果を図2に示す。 

 

図 1. IJJ発振器の電流電圧特性 

 

図 2. IJJ検出器の電流電圧特性 

3. 実験結果 

今回作製した発振器は接合数が40個であるた

め、発振器に 41.4mV の電圧をバイアスするこ

とで 0.5THzの電磁波を照射すると予想される。

実際に冷凍機内にマウントした発振器、検出器

に電流バイアスができることは確認をした。IJJ

検出器での検出実験結果は当日発表する。 
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